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日
中
台
米
英
の
外
交
資
料
を
使
い
、
実
証
的

検
証
を
試
み
た
労
作
で
、
二
〇
一
一
年
の
サ
ン

ト
リ
ー
学
芸
賞
を
受
賞
し
た
。
し
か
し
全
く
問

題
が
な
い
研
究
は
あ
り
得
ず
、
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
か
ら
こ
そ
問
題
点
の
指
摘
が
必
要
だ
ろ

う
。本
稿
で
は
こ
う
し
た
視
点
か
ら
論
評
す
る
。

　

ま
ず
本
書
の
章
立
て
を
示
す
。

　

序
論　
　

戦
後
日
本
外
交
に
お
け
る
中
国

　

第
一
章　

中
国
問
題
の
起
源
│
│
「
現
実
政

治
」と
「
法
理
」の
は
ざ
ま
で 

一
九
五
一

〜
一
九
五
二
年

　

第
二
章　

講
和
後
日
本
の
中
国
政
策
の
試
行

│
│
「
逆
滲
透
」・「
平
和
攻
勢
」・「
政
経
分

離
」 

一
九
五
二
〜
一
九
五
八
年

　

第
三
章　

国
連
中
国
代
表
権
問
題
と
日
本
外

交
│
│
「
二
つ
の
中
国
」論
の
模
索 

一
九

五
四
〜
一
九
六
四
年

　

第
四
章　

日
中
民
間
貿
易
と
台
湾
問
題
│
│

Ｌ
Ｔ
貿
易
体
制
の
成
立
と
自
民
党
政
治　

一
九
五
八
〜
一
九
六
四
年

　

第
五
章　

佐
藤
政
権
初
期
の
中
国
政
策
再
考

│
│
対
中
国
緊
張
緩
和
の
挫
折 

一
九
六

四
〜
一
九
六
五
年
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第
六
章　

佐
藤
政
権
の
対
国
府
政
策
と
日
中

関
係
│
│
「
反
共
外
交
」と
「
経
済
開
発
」

の
は
ざ
ま
で 

一
九
六
四
〜
一
九
六
九
年

　

第
七
章　

米
中
接
近
と
日
本
の
中
国
政
策

│
│
「
暫
定
協
定
」を
求
め
て 

一
九
六
九

〜
一
九
七
一
年

　

第
八
章　

日
中
国
交
正
常
化
交
渉
と
台
湾
問

題
│
│
一
九
七
一
〜
一
九
七
二
年

　

結
論　
　

日
中
国
交
正
常
化
と
は
何
だ
っ
た

の
か

　

著
者
は
従
来
の
研
究
を
三
つ
に
大
別
す
る
。

ま
ず
、
民
間
の
役
割
を
重
視
す
る
「
八
〇
年
代

ま
で
の
主
流
的
な
見
解
」
を
、「『
軍
国
主
義

者
』
と
『
人
民
』
を
区
別
す
る
中
国
政
府
の
対

日
観
」
を
「
基
底
」
と
す
る
「
中
国
側
研
究
に

お
け
る
正
史
」
で
あ
り
、
日
本
外
交
を
「
も
っ

ぱ
ら
『
対
米
追
従
』
の
存
在
と
し
て
否
定
的
に

描
」
く
「
友
好
史
観
」
で
あ
る
と
し
て
、
退
け

る
。
次
い
で
「
八
〇
年
代
以
降
に
登
場
し
た
国

際
政
治
学
に
基
づ
く
実
証
分
析
」
を
、「
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
傾
向
か
ら
距
離
を
置
き
、
日
本
の

対
中
国
外
交
の
『
客
観
的
』
な
分
析
を
確
立
し

た
点
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
が
、

日
本
外
交
の
「
構
造
的
制
約
を
強
調
す
る
点
で

は
、『
友
好
史
観
』
と
批
判
的
視
座
を
共
有
し

て
い
た
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
英
米

の
外
交
文
書
に
基
づ
く
研
究
が
二
〇
〇
〇
年
以

降
に
登
場
し
、
日
本
が
「
台
湾
問
題
の
打
開

を
、
戦
略
的
に
模
索
し
て
い
た
点
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
」
が
、「
米
中
接
近
に
際
し
て
、
日
本

が
戦
略
的
に
振
る
舞
え
な
か
っ
た
の
か
と
い
う

問
い
に
十
分
な
答
え
を
与
え
て
い
な
い
」
と

し
、
そ
の
理
由
を
、「
日
本
政
府
の
戦
略
性
や

政
策
の
一
貫
性
を
過
度
に
強
調
す
る
反
面
、
日

本
政
府
内
部
の
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
多
元
性
を

捨
象
」
し
た
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
著
者
は
「
台

湾
問
題
に
分
析
の
焦
点
を
あ
て
る
」。
そ
の
上

で
、「
し
ば
し
ば
政
策
決
定
に
お
け
る
『
政
治

主
導
』
が
強
調
さ
れ
て
き
た
」
が
、「
政
策
決

定
の
基
礎
と
な
る
人
材
と
組
織
は
不
可
欠
で
あ

る
」
こ
と
か
ら
、「
外
務
省
の
中
国
専
門
家
の

役
割
に
注
目
し
」、「
外
務
官
僚
に
よ
っ
て
検
討

さ
れ
た
〈
構
想
〉
が
、
い
か
に
政
府
と
し
て
遂

行
さ
れ
る
〈
政
策
〉
に
結
実
し
た
か
を
明
ら
か

に
す
る
」
こ
と
を
、
本
書
の
目
的
と
す
る
。

　

一
方
、「
七
二
年
に
入
る
ま
で
正
式
な
政
府

間
接
触
が
皆
無
に
等
し
か
っ
た
」
日
中
関
係
で

は
、「
外
務
省
と
は
異
な
る
非
公
式
の
行
為
主

体
」
が
中
心
と
な
っ
た
が
、
外
務
省
に
と
っ
て

は
「
正
規
外
交
を
阻
害
す
る
『
多
元
外
交
』
に

他
な
ら
」
ず
、「『
外
交
一
元
化
』
を
実
現
す
る

必
要
が
あ
っ
た
」（
以
上
、
本
書
「
序
論
」）。

　

こ
う
し
た
著
者
の
認
識
に
基
づ
き
、
本
書
の

中
心
を
な
す
の
は
、
日
本
と
中
国
（
本
書
に
倣

い
、
中
華
人
民
共
和
国
を
中
国
、
台
湾
の
中
華

民
国
を
台
湾
と
呼
ぶ
）
の
間
の
具
体
的
な
交
渉

経
緯
で
は
な
く
、
政
府
内
で
示
さ
れ
た
対
中
政

策
の
方
針
、
構
想
及
び
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
抽
象

的
な
議
論
の
経
緯
と
な
る
。
実
際
の
日
中
交
渉

は
終
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

外
務
省
の
中
の
様
々
な
見
解
は
二
つ
に
大
別

さ
れ
る
。
一
つ
は
台
湾
問
題
を
棚
上
げ
に
し
て

対
中
関
係
構
築
を
図
ろ
う
と
し
、
他
方
は
、
台

湾
が
二
つ
の
中
国
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
西
側

諸
国
が
協
調
す
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
と
も
に
挫

折
し
た
。
こ
の
経
緯
を
め
ぐ
り
、
八
〇
年
代
ま

で
は
、
七
二
年
ま
で
の
日
本
政
府
が
一
貫
し
て

二
つ
の
中
国
論
を
唱
え
て
い
た
と
す
る
議
論
が

中
心
的
だ
っ
た
が
、
著
者
は
、
必
ず
し
も
一
貫

し
て
お
ら
ず
、
徐
々
に
変
化
し
た
と
す
る
。
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以
上
の
結
果
、
本
書
は
、
実
質
的
外
交
交
渉

で
は
な
く
、
抽
象
的
な
構
想
を
め
ぐ
ら
す
評
論

家
的
な
官
僚
の
姿
を
多
く
描
く
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
日
中
（
の
相
互
）
関
係
に
関
す
る
研

究
と
い
う
よ
り
も
、
外
務
省
の
政
策
策
定
過
程

を
日
中
国
交
正
常
化
問
題
を
事
例
に
し
て
検
証

し
た
研
究
で
あ
る
。『
日
中
国
交
正
常
化
史
』

等
で
は
な
く
『
日
中
国
交
正
常
化
の
政
治
史
』

と
題
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
本
書
が
実
証
的
研
究
を
標
榜
す
る
以

上
、
評
者
が
最
重
視
す
べ
き
は
、
著
者
の
資
料

批
判
と
資
料
の
読
み
込
み
の
手
腕
で
あ
る
。

　

こ
の
点
で
日
本
の
国
連
政
策
を
研
究
す
る
評

者
に
と
っ
て
最
も
気
に
な
る
の
は
、
著
者
が
、

国
連
に
お
け
る
中
国
代
表
権
問
題
に
対
す
る
政

府
の
対
応
を
重
要
な
論
点
の
一
つ
と
し
な
が

ら
、
国
連
資
料
を
全
く
利
用
し
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。
本
件
を
検
討
す
る
上
で
不
可
欠
な
国

連
総
会
に
お
け
る
議
論
が
、
外
務
省
の
調
書
及

び
先
行
研
究
に
基
づ
き
、
新
聞
報
道
で
若
干
の

デ
ー
タ
を
補
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ

ず
、
わ
ず
か
にYearbook of the U

nited N
ations

を
利
用
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

外
交
文
書
は
外
交
交
渉
に
備
え
て
作
成
さ
れ

る
。
本
件
に
関
し
て
言
え
ば
、
外
務
省
は
国
連

総
会
に
お
け
る
中
国
代
表
権
の
審
議
に
対
す
る

対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う

で
あ
る
以
上
、
国
連
総
会
に
対
す
る
外
務
省
の

認
識
と
対
応
を
評
価
す
る
上
で
国
連
資
料
の
調

査
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
外
務

省
調
書
の
記
述
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

調
書
へ
の
依
拠
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
著

者
が
国
連
資
料
を
顧
み
ず
に
外
務
省
調
書
と
先

行
研
究
に
依
拠
し
た
結
果
、
中
国
代
表
権
問
題

に
関
す
る
記
述
は
表
面
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

六
〇
年
以
降
の
国
連
総
会
の
状
況
を
著
者
は

次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。「
中
印
紛
争
に
よ
っ

て
非
同
盟
ブ
ロ
ッ
ク
構
築
の
可
能
性
は
減
退
し

た
と
は
い
え
、
第
三
世
界
で
の
脱
植
民
地
化
は

着
実
に
進
展
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
ア
フ
リ

カ
の
年
と
呼
ば
れ
た
一
九
六
〇
年
は
、
一
五
ヶ

国
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
キ
プ
ロ
ス
が
国
連
に
加

盟
し
た
こ
と
で
、
国
連
中
国
代
表
権
は
転
換
点

を
迎
え
た
。
同
年
秋
の
国
連
総
会
で
…
…
（
中

国
代
表
権
問
題
審
議
の
棚
上
げ
案
）
の
賛
成
得

票
率
が
四
二
・
九
％
と
初
め
て
五
割
を
割
り
込

み
…
…
（
五
二
年
以
来
続
い
て
い
た
）
米
国
主

導
の
棚
上
げ
案
が
、
限
界
に
達
し
た
事
を
示
し

て
い
た
」（
一
六
九
頁
）、「
国
連
加
盟
国
の
増

加
に
も
関
わ
ら
ず
、
翌
（
六
二
）
年
度
の
ソ
連

提
案
に
よ
る
中
国
の
国
連
加
盟
提
案
の
賛
成
率

は
、
三
八
・
七
％
と
前
年
度
か
ら
の
微
増
に
留

ま
っ
た
。
さ
ら
に
翌
一
九
六
三
年
度
も
、
中
ソ

対
立
の
影
響
に
よ
っ
て
、
ソ
連
に
代
わ
っ
て
ア

ル
バ
ニ
ア
が
提
案
国
と
な
っ
た
が
、
賛
成
率

は
三
六
・
九
％
と
横
ば
い
の
状
況
が
続
い
た
」

（
一
九
五
頁
）、「
中
国
政
府
が
国
連
に
背
を
向

け
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
仏
接
近
や
原
爆

開
発
に
よ
っ
て
存
在
感
を
増
し
て
き
た
中
国
を

こ
れ
以
上
無
視
で
き
な
い
と
い
う
議
論
が
国
際

社
会
に
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
。
一
九
六
五
年

一
一
月
一
七
日
に
行
わ
れ
た
国
連
総
会
で
の
投

票
で
、
中
国
加
盟
と
国
府
追
放
を
骨
子
と
す
る

ア
ル
バ
ニ
ア
決
議
案
は
、
つ
い
に
賛
否
同
数
と

な
り
、（
日
米
な
ど
が
提
案
し
た
、
可
決
に
三

分
の
二
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
）
重
要
事
項
指

定
案
も
、
賛
成
五
六
票
、
反
対
四
九
票
と
い
う

七
票
の
僅
差
と
な
っ
た
」（
三
五
九
頁
）。
し
か

し
、
国
連
総
会
議
事
録
に
目
を
通
し
て
い
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
単
純
な
内
容
に
は
留
ま
ら
な

い
認
識
を
著
者
は
示
し
得
た
だ
ろ
う
。

　

六
〇
年
は
、
国
連
総
会
で
植
民
地
独
立
付
与
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宣
言
が
採
択
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
の
脱
植
民
地
化

に
お
け
る
最
大
の
混
乱
の
一
つ
で
あ
る
コ
ン
ゴ

動
乱
が
起
こ
り
、
フ
ラ
ン
ス
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

で
核
実
験
を
強
行
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
脱
植

民
地
化
と
ド
ゴ
ー
ル
主
義
が
衝
突
し
て
い
た
。

　

六
一
年
、
総
会
は
国
連
機
関
と
し
て
初
め
て

核
兵
器
使
用
禁
止
を
宣
言
す
る
が
、
そ
の
背
景

に
は
フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
へ
の
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
反
発
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ハ
マ
ー
シ
ョ
ル

ド
事
務
総
長
が
殉
職
し
た
コ
ン
ゴ
動
乱
と
と
も

に
、
国
連
史
を
画
期
す
る
出
来
事
だ
っ
た
。

　

六
一
年
に
は
第
一
回
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議

も
開
催
さ
れ
る
。
六
二
年
に
は
総
会
が
国
連
貿

易
開
発
会
議
の
開
催
を
決
定
し
、
六
四
年
に
開

催
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
に
対
抗
す
る

機
関
と
な
り
、
経
済
問
題
に
お
け
る
非
同
盟
諸

国
の
主
張
の
舞
台
と
な
っ
た
。
ま
た
総
会
が
南

ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
外
交
断
絶
や
製
品
ボ
イ

コ
ッ
ト
を
初
め
て
呼
び
か
け
て
、
安
保
理
に
措

置
を
要
請
し
、
日
仏
が
南
ア
フ
リ
カ
と
と
も
に

反
対
し
た
の
も
六
二
年
だ
っ
た
。
六
三
年
に
は

安
保
理
が
、
強
制
措
置
と
し
て
で
は
な
い
が
対

南
ア
武
器
禁
輸
を
呼
び
か
け
る
一
方
、
総
会
が

安
保
理
議
席
の
拡
大
を
決
議
す
る
。
こ
れ
は
六

五
年
に
発
効
す
る
が
、
そ
れ
は
重
要
事
項
指
定

案
が
初
め
て
提
案
さ
れ
、
中
国
支
持
決
議
案
が

賛
否
同
数
と
な
っ
た
年
だ
っ
た
。
六
五
年
は
、

安
保
理
非
常
任
理
事
国
に
立
候
補
し
た
日
本
に

対
し
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
「
ア
フ
リ
カ
・
ア

ジ
ア
の
代
表
と
し
て
安
保
理
の
議
席
を
求
め
て

い
る
日
本
の
利
己
的
な
態
度
に
、
特
に
衝
撃
を

受
け
て
い
〉
1
〈
る
」
等
と
、
日
本
と
南
ア
の
貿
易
関

係
を
名
指
し
で
批
判
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
安

保
理
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
誰
が
安
保
理
に
議

席
を
持
つ
の
か
が
大
き
く
問
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
西
側
諸
国
の
協
調
が
実
現
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
に
よ
り
国
連
総
会
で
多
数
派
を
形
成

で
き
た
と
は
言
い
難
か
っ
た
。

　

国
連
総
会
で
は
、
旧
宗
主
国
で
あ
れ
旧
植
民

地
で
あ
れ
、
人
口
、
経
済
力
、
軍
事
力
の
如
何

に
か
か
わ
ら
ず
加
盟
国
が
一
票
を
持
つ
。
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
こ
れ
を
重
視
し
、
国
連

を
世
界
の
あ
り
方
を
変
え
る
た
め
の
外
交
交
渉

の
中
心
的
な
場
と
し
て
い
た
。
五
八
年
に
開
催

さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
独
立
会
議
が
「
我
々
の
国
連

の
常
駐
代
表
は
、
我
々
が
共
通
に
関
心
を
持
つ

全
て
の
問
題
を
調
整
す
る
た
め
の
常
設
的
な
手

段
で
あ
る
」
と
宣
言
し
、「
国
連
憲
章
へ
の
揺

る
ぎ
な
い
忠
誠
心
及
び
支
持
並
び
に
国
連
の
決

定
の
尊
重
」
を
決
議
し
た
背
景
で
あ
る
。
そ
の

文
脈
か
ら
見
れ
ば
、
植
民
地
主
義
の
介
入
を
退

け
た
ア
ジ
ア
の
巨
大
な
国
で
あ
り
、
常
任
理
事

国
で
も
あ
る
中
国
議
席
が
問
題
を
抱
え
、
し
か

も
米
国
な
ど
が
そ
こ
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
は
、
西
側
諸
国
が
世
界
の
あ
り
方
を
歪
め
て

い
る
こ
と
を
象
徴
す
る
問
題
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
中
国
が
示
し
た
の
が
、
本

書
も
触
れ
る
「
第
二
国
連
」
創
設
構
想
だ
っ
た

が
（
三
二
三
頁
）、
こ
れ
を
ア
フ
リ
カ
諸
国
な

ど
が
支
持
し
な
か
っ
た
の
は
当
然
だ
っ
た
。
構

想
自
体
に
も
全
く
具
体
性
が
な
く
、
結
果
的
に

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
政
権
崩
壊
を
後

押
し
す
る
意
味
し
か
持
た
な
か
っ
た
。

　

も
と
も
と
、
中
立
主
義
を
否
定
し
た
中
国
の

存
在
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
見
れ
ば

単
純
に
支
持
で
き
る
と
は
言
え
な
い
微
妙
な
面

も
あ
っ
た
。
五
五
年
の
バ
ン
ド
ン
会
議
に
お
い

て
も
中
台
対
立
を
抱
え
る
中
国
の
招
請
は
、
日

本
の
招
請
と
と
も
に
賛
否
が
分
か
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
バ
ン
ド
ン
会
議
に
参
加
し
た
国
及
び

地
域
の
大
半
は
そ
の
後
、
非
同
盟
諸
国
会
議
に

参
加
す
る
が
、
日
中
と
ト
ル
コ
の
み
は
参
加
し
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な
か
っ
た
。

　

七
二
年
以
降
、
中
国
が
開
発
途
上
国
の
認
識

を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。
七
〇
年
代
に
さ
ら
に
吹
き
出
す
開
発
途
上

国
の
主
張
を
中
国
は
支
援
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
の

足
並
み
を
乱
す
行
動
を
と
り
、
逆
に
外
務
官
僚

な
ど
か
ら
は
、
中
国
の
姿
勢
に
安
堵
す
る
発
言

が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、

「
わ
が
国
と
は
立
場
の
相
違
は
別
と
し
て
、
協

調
的
態
度
に
終
始
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
」、

「
軍
縮
問
題
で
は
中
小
国
の
願
望
に
背
く
投
票

態
度
を
と
っ
て
孤
立
し
、
窮
地
に
陥
っ
た
」、

「
中
国
の
実
像
が
鮮
明
に
な
る
に
つ
れ
て
国
連

内
の
親
中
国
派
や
反
中
国
派
の
中
国
を
み
る
眼

も
冷
静
に
な
っ
て
」
い
る
と
言
う
の
で
あ
〉
2
〈

る
。

　

一
方
、
米
国
は
七
〇
年
代
に
強
く
反
国
連
に

傾
く
よ
う
に
な
り
、
中
国
代
表
権
問
題
の
解
決

は
そ
の
転
換
の
象
徴
の
一
つ
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
当
時
の
米
国
の
反
国
連
姿
勢
を
象
徴
す

る
、
一
九
七
五
年
か
ら
七
六
年
に
か
け
て
国
連

大
使
だ
っ
た
モ
イ
ニ
ハ
ン
は
、「（
中
国
大
使

は
）
国
連
に
お
い
て
ソ
連
と
直
接
に
対
す
る
時

に
ソ
連
を
や
っ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
試
し
が

な
い
の
で
困
っ
て
い
た
。
中
国
人
が
影
響
力
を

持
っ
て
い
る
と
考
え
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
よ
う
な

国
も
、
し
ば
し
ば
ソ
連
の
側
に
つ
い
て
中
国
に

敵
対
し
た
。
も
し
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
大
使
が
私
の

行
動
を
恐
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
中
国
大
使
は
む

し
ろ
そ
れ
を
歓
迎
す
〉
3
〈

る
」と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　
「
二
つ
の
中
国
」
を
構
想
し
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
奔
走
し
て
い
た
日
米
は
自
ら
の
努
力
が

頓
挫
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
胸
を
な
で
下
ろ
す

一
方
で
、
中
国
に
期
待
し
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
は

失
望
を
味
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
中
国

自
身
は
、
自
ら
が
口
を
極
め
て
批
判
し
て
い
た

は
ず
の
国
連
の
中
枢
に
、
大
き
な
軋
轢
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
な
く
着
席
し
た
。
同
時
に
、
開
発

途
上
国
の
も
く
ろ
み
は
米
国
の
国
連
政
策
の
変

化
に
伴
っ
て
実
現
基
盤
を
失
い
、
国
連
自
体
の

弱
体
化
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
多
数
決
に
よ
る

国
連
の
決
定
が
新
秩
序
を
招
来
す
る
と
み
な
す

幻
想
の
上
に
展
開
さ
れ
て
い
た
開
発
途
上
国
の

狙
い
は
、
自
ら
が
批
判
す
る
米
国
の
国
連
支
持

姿
勢
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
第
三
章
や
第
七
章
は

外
交
史
料
の
発
掘
と
し
て
は
貴
重
だ
が
、
基
本

資
料
の
読
み
込
み
を
怠
っ
た
た
め
に
記
述
の
意

義
と
し
て
は
減
じ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

な
お
、
著
者
は
「
中
国
政
府
は
、
中
国
と
並

ぶ
ア
ジ
ア
の
盟
主
た
る
イ
ン
ド
と
協
調
し
て
、

脱
植
民
地
を
成
し
遂
げ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

の
新
興
諸
国
を
『
非
同
盟
諸
国
』
と
し
て
、
政

治
連
帯
を
図
る
方
針
に
転
換
し
て
い
っ
た
」

（
九
七
頁
）、「
中
印
紛
争
に
よ
っ
て
非
同
盟
ブ

ロ
ッ
ク
構
築
の
可
能
性
は
減
退
し
た
」（
一
六

九
頁
）、「
中
印
紛
争
に
よ
っ
て
『
非
同
盟
』
の

盟
友
イ
ン
ド
を
失
っ
た
中
国
」（
三
二
三
頁
）

な
ど
と
断
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
内

容
は
そ
も
そ
も
不
適
切
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
日
本
政
府
が
直
接
に
交
渉
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
内
部
の
状
況
に
十
分

な
言
及
が
な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
本
省
人
を
弾
圧
し
て
成
立
し
、
あ

く
ま
で
南
京
を
首
都
と
す
る
虚
構
を
掲
げ
る
亡

命
政
権
の
状
態
に
あ
る
蔣
介
石
政
権
は
、
多
数

派
の
本
省
人
の
支
持
を
得
て
い
な
い
と
同
時
に

国
民
党
内
部
に
も
不
満
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の

政
権
基
盤
は
二
重
の
意
味
で
脆
弱
で
あ
り
、
こ

れ
を
一
度
に
打
開
す
る
の
が
大
陸
反
攻
だ
っ

た
。
こ
の
た
め
六
〇
年
代
前
半
に
も
大
陸
反
攻

の
実
現
を
計
る
が
、
米
国
は
反
対
し
た
。
蔣
介

石
政
権
は
米
国
に
大
陸
反
攻
の
必
要
性
を
繰
り
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返
す
と
同
時
に
、
政
権
内
の
モ
ラ
ル
低
下
が
深

刻
で
あ
り
、
二
年
以
内
に
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き

る
可
能
性
が
あ
る
と
す
ら
訴
え
て
い
〉
4
〈

た
。

　

ま
た
フ
ラ
ン
ス
が
中
国
を
承
認
し
た
際
に
、

米
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
中
国
の
圧
力
を
受

け
て
対
台
断
交
を
行
う
よ
う
に
さ
せ
れ
ば
、
他

国
が
中
国
を
承
認
す
る
際
の
壁
を
高
く
で
き
る

が
、
台
湾
か
ら
対
仏
断
交
を
し
て
は
逆
効
果
だ

と
、
働
き
か
け
た
。
し
か
し
米
台
交
渉
で
は

Ｇ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
（G

enerallism
o

＝
総
統
）
と
呼
ば

れ
る
蔣
介
石
は
こ
れ
を
歓
迎
し
な
〉
5
〈

い
。
無
礼
を

働
い
た
華
外
の
者
を
放
置
す
る
こ
と
は
ま
さ
に

政
権
内
の
モ
ラ
ル
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
に
比
べ
れ
ば
国
連
脱
退
す
な
わ
ち
栄
光
あ
る

孤
立
の
方
が
モ
ラ
ル
上
許
容
可
能
だ
っ
た
。
西

側
諸
国
が
協
調
す
れ
ば
台
湾
が
「
二
つ
の
中

国
」
を
受
け
入
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
本
書
は
「
蔣
介
石
も
、
政
策
転
換

の
必
要
性
を
次
第
に
認
識
し
、（
経
済
改
革
を

求
め
る
）
米
国
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
方
向
に

傾
斜
し
た
。
…
…
（
こ
の
結
果
）
対
外
貿
易
量

は
、
一
九
五
九
年
か
ら
六
五
年
ま
で
、
実
に

毎
年
二
二
％
の
伸
び
率
を
示
し
た
」（
三
四
四

頁
）
等
の
記
述
に
留
ま
る
。
経
済
政
策
と
は
異

な
り
「
二
つ
の
中
国
」
は
理
念
に
か
か
わ
る

が
、
そ
れ
が
中
国
に
と
っ
て
も
台
湾
に
と
っ
て

も
い
か
に
受
け
入
れ
が
た
い
の
か
が
本
書
か
ら

は
う
か
が
え
ず
、
外
務
官
僚
の
「
構
想
」
の
非

現
実
性
が
際
だ
た
な
い
。
本
書
の
主
題
が
日
本

政
治
史
で
あ
る
限
り
は
大
き
な
問
題
に
は
な
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
第

二
、四
、五
、六
章
の
記
述
の
意
義
は
大
き
く
そ

が
れ
た
。

　

日
本
の
国
連
政
策
に
関
し
て
は
、
国
連
中
心

主
義
へ
の
評
価
も
問
題
が
あ
る
。
五
七
年
に
刊

行
さ
れ
た
外
交
青
書
第
一
号
が
「
国
連
中
心
」、

「
自
由
主
義
諸
国
と
の
協
調
」
及
び
「
ア
ジ
ア

の
一
員
と
し
て
の
立
場
の
堅
持
」
か
ら
な
る
外

交
三
原
則
を
掲
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
著
者
は

「
各
論
部
分
に
お
い
て
、
中
国
問
題
は
国
連
と

の
関
連
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
…
…
日
本
の
中

国
承
認
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
う
上
で
、
国

連
中
国
代
表
権
の
展
開
を
基
準
に
し
よ
う
と
す

る
方
針
が
、
こ
の
時
期
に
固
ま
り
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
」（
一
六
六
頁
）
と
、
先

行
研
〉
6
〈

究
に
基
づ
い
て
断
定
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
中
国
承
認
は
国
連
の
枠
の
中
で
対

応
す
る
と
の
方
針
は
鳩
山
内
閣
も
示
し
て
お

り
、
外
交
青
書
刊
行
の
約
三
か
月
前
に
も
、
訪

米
中
の
岸
首
相
が
改
め
て
表
明
し
て
い
た
。
ま

た
国
連
中
心
の
方
針
も
そ
れ
以
前
か
ら
表
明
さ

れ
て
い
た
。
特
に
石
橋
内
閣
は
、
五
七
年
二
月

四
日
の
施
政
方
針
演
説
で
「
今
後
、
わ
が
国

は
、
国
際
連
合
を
中
心
と
し
て
、
世
界
の
平
和

と
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
を
、
わ
が
外
交
の
基

本
方
針
と
す
べ
き
」
と
表
明
し
て
い
る
。
石
橋

が
病
で
倒
れ
る
中
、
こ
れ
を
代
読
し
た
の
は
総

理
臨
時
代
理
の
岸
だ
っ
た
が
、
岸
に
よ
れ
ば
、

「
石
橋
さ
ん
の
書
い
た
施
政
方
針
を
そ
の
ま
ま

読
ん
〉
7
〈

だ
」。
前
年
一
二
月
に
岸
が
外
相
に
就
任

し
た
時
の
記
者
会
見
で
も
国
連
中
心
と
は
述
べ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
石
橋
の
意
志
だ
っ
た
と
考

え
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。

　

首
相
と
し
て
岸
は
、「
新
安
保
条
約
を
完
全

に
成
立
せ
し
め
る
こ
と
が
自
分
の
使
命
」
で
あ

り
、
安
保
改
定
に
総
理
と
し
て
の
精
力
の
「
七

な
い
し
八（
割
）く
ら
〉
8
〈
い
」
を
注
い
だ
と
語
っ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
新
安
保
条
約
は
、
国
連
憲

章
に
法
的
根
拠
を
持
ち
、
第
一
条
で
日
米
両
国

が
国
連
強
化
に
努
力
す
る
こ
と
を
謳
う
こ
と
を

は
じ
め
と
し
て
、
前
文
に
加
え
て
全
十
条
中
四

条
で
国
連
に
つ
い
て
触
れ
る
、
全
身
に
国
連
を
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ま
と
う
異
例
な
条
約
と
な
っ
た
。
安
保
条
約
の

法
的
根
拠
を
憲
法
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
だ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
こ
と

は
、
著
者
が
「
謹
厳
実
直
な
外
交
官
」（
三
九

頁
）
と
評
価
す
る
、
旧
安
保
条
約
締
結
時
の
外

務
省
条
約
局
長
、
西
村
熊
雄
も
繰
り
返
し
表
明

し
て
い
る
。「
安
保
条
約
は
、
国
際
連
合
の
一

般
的
安
全
保
障
の
保
管
措
置
と
し
て
地
域
的
取

り
決
め
と
し
て
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

…
…
た
だ
し
、
こ
の
意
図
が
実
際
成
立
し
た
条

約
に
完
全
に
現
れ
て
い
な
い
こ
と
は
否
定
で
き

な
〉
9
〈

い
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
新
条
約
は
こ
の

不
完
全
さ
を
な
く
す
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
憲
法
と
安
保
条
約
の
法
的
矛
盾
を
指
摘

し
た
の
が
、
砂
川
事
件
に
お
け
る
伊
達
判
決

だ
っ
た
。
最
高
裁
が
い
わ
ゆ
る
統
治
行
為
論
を

唱
え
て
原
判
決
を
破
棄
し
、
差
し
戻
し
た
の
は

五
九
年
一
二
月
一
六
日
、
新
安
保
条
約
署
名
の

一
月
余
り
前
だ
っ
た
。
そ
し
て
六
〇
年
二
月
一

日
に
行
わ
れ
た
施
政
方
針
演
説
で
、
岸
は
、

「（
新
安
保
条
約
は
）
日
米
両
国
が
厳
に
国
連
憲

章
の
ワ
ク
内
に
お
い
て
真
に
対
等
の
協
力
者
と

し
て
団
結
を
強
固
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
及

び
国
民
の
平
和
と
安
全
と
を
擁
護
す
べ
き
こ
と

を
約
束
し
た
も
〉
10
〈

の
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

外
交
青
書
刊
行
と
同
じ
五
七
年
九
月
に
は

「
日
米
安
全
保
障
条
約
と
国
際
連
合
憲
章
と
の

関
係
に
関
す
る
交
換
公
文
」
が
締
結
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、「
安
全
保
障
条
約
お
よ
び
行
政
協
定

の
規
程
は
国
際
連
合
憲
章
に
含
ま
れ
る
義
務
と

完
全
に
両
立
す
る
よ
う
に
起
草
さ
れ
た
と
い
う

の
が
日
本
国
政
府
の
見
解
」
と
し
、
安
保
条
約

に
対
す
る
国
連
憲
章
の
優
先
、
武
力
行
使
は
憲

章
に
従
う
こ
と
、
憲
章
の
集
団
安
全
保
障
規
定

へ
の
安
保
条
約
の
合
致
な
ど
を
謳
っ
て
い
る

が
、
当
時
は
、「
安
保
条
約
が
国
連
憲
章
の
規

程
に
則
っ
て
運
用
さ
れ
る
と
い
う
原
則
が
確
立

さ
れ
た
わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
こ
れ
は
同
安
保

条
約
の
実
質
的
な
一
部
修
正
で
あ
る
と
（
外
務

省
は
）
し
て
い
る
」
と
報
じ
ら
れ
〉
11
〈

た
。

　

さ
て
、
外
交
青
書
は
経
済
白
書
な
ど
と
異
な

り
法
律
で
刊
行
が
定
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ

れ
が
唐
突
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
冒
頭
で
示
さ
れ

た
の
が
外
交
三
原
則
だ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は

「
た
だ
三
つ
の
原
則
を
並
べ
た
だ
け
」
と
の
追

及
が
繰
り
返
さ
れ
〉
12
〈

た
。
第
一
号
刊
行
の
半
年
後

の
五
八
年
三
月
に
は
早
く
も
外
交
青
書
第
二
号

が
出
さ
れ
、
冒
頭
で
「
こ
の
疑
問
な
い
し
批
判

に
答
え
る
た
め
、
三
原
則
の
意
味
と
そ
の
相
互

関
連
性
に
つ
い
て
補
足
説
〉
13
〈

明
」
が
な
さ
れ
た
。

外
交
青
書
は
、
政
府
の
新
た
な
政
策
を
国
民
に

説
明
す
る
た
め
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
政
府

活
動
を
報
告
す
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。

　

実
際
に
外
交
三
原
則
の
策
定
を
担
当
し
た
の

は
、「
省
内
事
務
の
調
整
と
国
会
対
策
を
主
と

し
」
て
担
当
し
て
い
た
斎
藤
鎮
男
総
務
参
事
官

や
武
藤
利
昭
官
房
書
記
官
な
ど
だ
っ
〉
14
〈
た
。
原
彬

久
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
斎
藤
は
同
時

に
、
安
川
壮
駐
米
大
使
館
政
務
参
事
官
、
藤
崎

万
里
条
約
局
参
事
官
の
二
名
と
と
も
に
、
安
保

条
約
の
「
問
題
点
を
洗
い
出
す
こ
と
と
、
安
保

改
定
す
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る

か
検
討
す
る
こ
と
を
命
じ
」
ら
れ
〉
15
〈

た
。
外
交
三

原
則
の
策
定
は
安
保
改
定
の
検
討
と
並
行
し
て

進
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
「
国
連
中
心
」
と
「
ア
ジ
ア
の
一
員
」

の
結
び
つ
き
も
五
七
年
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。
日
本
は
国
連
の
ア
ジ
ア
・
グ
ル
ー
プ
に

属
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
加
瀬
俊
一
国
連
大
使

が
日
本
の
国
連
加
盟
の
一
助
と
し
て
ア
ジ
ア
・

グ
ル
ー
プ
に
入
る
こ
と
を
考
え
、
五
六
年
六
月

六
日
に
認
め
ら
れ
た
結
果
だ
っ
〉
16
〈

た
。
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こ
の
よ
う
に
見
る
と
著
者
の
記
述
を
単
純
に

首
肯
で
き
な
い
。
石
橋
が
示
し
た
国
連
中
心
主

義
を
、
岸
が
安
保
条
約
改
定
の
た
め
の
便
法
と

し
て
再
提
示
し
、
そ
れ
は
中
国
代
表
権
問
題
に

対
す
る
そ
れ
ま
で
の
方
針
に
も
沿
う
も
の
だ
っ

た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
本
書
に
関
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、

国
連
中
心
主
義
を
安
保
改
定
に
則
し
て
検
討
す

る
と
官
僚
の
政
治
的
な
動
き
に
つ
い
て
も
触
れ

ざ
る
を
得
な
い
の
に
対
し
て
、
本
書
の
テ
ー
マ

に
沿
う
限
り
、
抽
象
的
な
「
構
想
」
を
め
ぐ
ら

す
評
論
家
的
な
官
僚
の
姿
を
描
く
点
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
西
村
の
よ
う
に
国
際
法
を
厳
密
に

解
釈
す
る
者
を
高
く
評
価
す
る
傾
向
が
あ
る

が
、
外
務
省
が
常
に
そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ

て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
下
田
武
三
条
約
局
長

の
下
で
は
日
台
間
で
結
ば
れ
た
日
華
条
約
の
解

釈
も
変
更
さ
れ
た
が
、
著
者
も
指
摘
す
る
よ
う

に
、
こ
の
解
釈
変
更
を
説
明
す
る
史
料
は
公
開

さ
れ
て
お
ら
ず
、
関
係
者
の
回
想
録
等
も
触
れ

て
い
な
い
。
著
者
は
解
釈
変
更
の
理
由
を
推
測

す
る
が
（
六
三

－

六
六
頁
）、
問
題
に
す
べ
き

は
、
厳
密
に
解
釈
す
る
動
き
に
つ
い
て
は
史
料

が
残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
釈
変
更

に
つ
い
て
は
存
在
せ
ず
、
関
係
者
も
積
極
的
に

触
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
点
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
文
書
の
作
成
は
官
僚
の
使
命
で
あ

り
、
外
交
文
書
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
そ
し

て
そ
こ
に
は
官
僚
の
ア
リ
バ
イ
作
り
の
意
味
も

あ
る
。
実
証
的
な
研
究
に
は
そ
の
よ
う
な
資
料

の
性
格
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
資
料
批
判

の
徹
底
も
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　

外
交
三
原
則
に
戻
ろ
う
。
三
原
則
策
定
時
の

外
務
事
務
次
官
は
大
野
勝
巳
で
、
在
任
は
五
七

年
一
月
二
三
日
か
ら
五
八
年
三
月
一
五
日
だ
っ

た
。
そ
の
彼
は
、
岡
崎
勝
男
元
外
相
を
明
示
的

に
で
は
な
い
が
「
事
務
大
臣
」
と
呼
び
、
揶
揄

す
る
文
章
を
残
し
て
い
〉
17
〈

る
。

　

岡
崎
は
一
九
二
三
年
の
外
務
省
入
省
後
、
中

国
勤
務
を
重
ね
、
降
伏
文
書
受
領
の
副
団
長
を

務
め
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
に
あ
た
る
終
戦
連
絡

中
央
事
務
局
長
官
を
経
て
事
務
次
官
に
就
い
た

後
、
退
官
し
た
。
と
こ
ろ
が
第
二
次
吉
田
内
閣

の
成
立
を
受
け
て
再
び
次
官
に
就
き
、
外
相
も

務
め
た
。
引
退
後
の
六
一
年
六
月
に
は
、
改
め

て
国
連
中
主
義
を
掲
げ
た
池
田
勇
人
に
請
わ
れ

て
国
連
大
使
に
就
任
し
た
が
、
岡
崎
自
身
は
こ

れ
に
つ
い
て
、「
政
府
は
国
連
中
心
外
交
を
唱

え
、
そ
の
た
め
国
連
大
使
に
は
大
物
を
当
て
る

と
か
ね
て
か
ら
言
っ
て
い
た
手
前
、
私
が
つ
か

ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
中
国
代
表

権
問
題
が
非
常
な
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
た
め
こ

れ
を
何
と
か
打
開
し
た
い
と
い
う
の
が
総
理
や

外
相
の
考
え
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
述
べ
て

い
〉
18
〈
る
。
特
に
中
国
政
策
に
関
し
て
吉
田
と
池
田

を
高
い
次
元
で
結
ん
だ
と
み
な
し
得
る
人
物

だ
っ
た
。
次
官
経
験
者
が
国
連
大
使
に
就
く
の

も
初
め
て
で
、
次
の
例
は
小
和
田
恒
ま
で
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
岡
崎
の
国

連
大
使
就
任
前
の
一
月
に
は
、「
外
務
省
で
は

全
省
体
制
で
の
中
国
政
策
の
再
検
討
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
」（
一
七
三
頁
）。

　

し
か
し
本
書
は
岡
崎
に
つ
い
て
多
く
の
紙
数

を
割
い
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
岡
崎
を
高
く

評
価
す
べ
き
だ
と
評
者
が
主
張
す
る
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
本
書
が
外
務
官
僚
の
作
る
文
書

を
中
心
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
官
僚
が
歓
迎

し
な
い
者
へ
の
評
価
が
下
が
り
、
言
及
が
少
な

く
な
る
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
も
意
味
す
る
。

そ
し
て
、
首
相
が
自
ら
の
人
的
関
係
を
利
用
し

て
大
物
大
使
を
起
用
す
る
こ
と
は
、
外
務
省
か

ら
見
れ
ば
一
種
の
「
多
元
外
交
」
に
も
な
る
。



303──書評　井上正也著　日中国交正常化の政治史

だ
か
ら
こ
そ
、
国
連
中
心
主
義
と
中
国
対
策
の

た
め
に
起
用
さ
れ
た
と
自
ら
語
る
大
物
国
連
大

使
に
見
る
べ
き
活
動
が
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ

は
な
ぜ
か
、
ま
た
外
交
文
書
に
お
い
て
岡
崎
へ

の
言
及
が
少
な
い
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
そ
う
な
の

か
に
、
言
及
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

著
者
は
政
治
家
や
官
僚
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
利
用
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
深

刻
な
問
題
が
あ
る
。
橋
本
恕
元
駐
中
国
大
使

に
「
本
書
の
草
稿
に
目
を
通
し
て
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
何
よ
り
心
強
い
こ
と
で

あ
っ
た
」（
六
五
一
頁
）
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

外
務
官
僚
を
研
究
対
象
に
す
る
本
書
に
お
い

て
、
橋
本
は
取
材
対
象
者
で
あ
り
、
中
立
の
論

評
者
で
は
な
い
。
そ
の
者
に
草
稿
を
見
せ
る
な

ど
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
検
閲
済
み
の
書
籍
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
の
確
認
を
取

材
対
象
者
に
求
め
る
こ
と
と
は
意
味
が
根
本
的

に
異
な
り
、
資
料
批
判
が
不
十
分
な
ど
と
い
う

次
元
の
問
題
で
は
な
い
。
著
者
の
こ
の
行
為
は

本
書
の
価
値
を
損
な
う
ば
か
り
か
、
取
材
対
象

者
の
誠
実
さ
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
外
務
省
に
対
す
る
関
心
は
低
く
、
研

究
も
限
ら
れ
て
い
る
。
九
〇
年
代
後
半
の
行
革

の
際
に
も
外
務
省
は
ほ
と
ん
ど
話
題
に
も
な
ら

ず
、
こ
の
結
果
、
一
八
六
九
年
に
中
央
政
府
の

官
庁
と
し
て
省
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、
名
前
を

変
え
ず
に
生
き
残
る
唯
一
の
官
庁
と
な
っ
た
。

残
念
な
が
ら
本
書
も
そ
の
よ
う
な
動
向
の
例
外

で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
本
書
は
、
先
行
研
究

に
対
す
る
著
者
の
分
類
に
倣
え
ば
「
友
好
史

観
」、「
構
造
的
制
約
」
史
観
な
ど
に
続
く
、

「
官
僚
史
観
」
と
で
も
呼
び
得
る
側
面
を
持
つ

と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
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公
論
社
、
一
九
八
八
年
、
一
〇
七
頁
。

〈
16
〉 

外
交
史
料
館
、
リ
ー
ル
番
号B

′ ‒0042 .

〈
17
〉 

大
野
勝
巳
『
霞
が
関
外
交
│
│
そ
の
伝
統

と
人
々
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、

三
一
頁
。

〈
18
〉 

岡
崎
勝
男
『
戦
後
二
〇
年
の
遍
歴
』
ア
ラ

ビ
ア
石
油
、
一
九
六
五
年
、
五
七
頁
。


